


　

組
合
が
実
施
し
て
い
る
造
林
事
業
は
、
国
（
林
野
庁
）・
県
・
市
町
の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
補
助
金
を
活
用
す
る
際
に
必
要
な
補
助
金
申
請
・
検
査
業
務
に
は
、
多
く
の
測
量
・
写
真
・
書

類
作
成
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
現
地
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
合
だ
け
で
な
く
県
・

市
町
の
大
き
な
業
務
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
県
の
東
部
農
林
事
務
所
八
頭
事
務
所
お
よ
び
林
業
試
験
場
と
連
携
し
な
が
ら
、
皆
伐
・

再
造
林
地
な
ど
で
申
請
・
検
査
業
務
の
効
率
化
に
向
け
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
実
証
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
皆
伐
面
積
の
測
量
】

　

面
積
の
測
量
に
は
、
今
ま
で
は
、
外
周
を
職
員
が
歩
き
、
G
N
S
S
（
人
工
衛
星
を
利
用
し
て
地

上
の
現
在
位
置
を
計
測
す
る
技
術
）
測
量
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
ド
ロ
ー
ン
測
量
に

代
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
大
幅
に
業
務
の
効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
下
刈
の
現
地
検
査
】

　

植
栽
し
た
苗
木
は
、
３
～
５
年
程
度
は
下
刈

が
必
要
と
な
り
、
県
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
、

現
地
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
下
刈
を
行
っ

た
現
場
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
、
現
地
検
査
に

代
え
る
こ
と
に
つ
い
て
も
実
証
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
か
ら
撮
影
し
た
写
真
は
、
地
上
か

ら
撮
影
し
た
写
真
に
比
べ
、
森
林
を
高
い
と
こ

ろ
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
写
真
を
使
っ
た

説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
組
合
業
務
の
効
率
化
等
に
つ
な

げ
る
よ
う
、
新
た
な
技
術
の
導
入
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
測
量
の
実
証
試
験

実証試験の様子（岩美町長谷地内）

ドローンで撮影した写真
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総
代
の
現
地
視
察
研
修
を

10
月
22
日
㈬
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
35
人
が
２
班
に
分

か
れ
、組
合
の
主
要
事
業
で
あ

る「
皆
伐
・
再
造
林（
鳥
取
市
国

府
町
岡
益
）」、「
セ
ン
ダ
ン
造

林（
鳥
取
市
広
岡
）」を
視
察
し

ま
し
た
。
鳥
取
市
広
岡
で
は
、

平
成
29
年
に
植
栽
し
、現
在
、

枝
下
高
が
6.5
ｍ
に
も
な
っ
て

い
る
セ
ン
ダ
ン
を
、ま
た
、岡

益
地
内
の
皆
伐
・
再
造
林
地
で

は
、令
和
６
年
11
月
に
県
内
で
最

初
に
植
栽
し
た
ス
ギ
・
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
し
ま

し
た
。

　

総
代
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
組

合
が
実
施
し
て
い
る
現
場
を
視

察
で
き
た
こ
と
は
大
変
参
考
に

な
っ
た
。」「
半
日
程
度
の
研
修

で
、
参
加
し
や
す
か
っ
た
。」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

センダン造林地を視察する１班

皆伐・再造林地を視察する２班

　

役
員
の
現
地
視
察
研
修
を
11
月

５
日
㈬
及
び
６
日
㈭
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

役
員
の
研
修
会
も
総
代
研
修
会

と
同
様
に
、
組
合
の
主
要
事
業
で

あ
る
「
皆
伐
・
再
造
林
（
高
性
能

林
業
機
械
を
使
用
し
た
皆
伐
現
場

及
び
再
造
林
施
行
地
）」
及
び
「
セ

ン
ダ
ン
造
林
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

○�

11
月
５
日
総
務
委
員
会
：
皆
伐

現
場
（
鳥
取
市
河
内
）、
再
造

林
地
（
国
府
町
岡
益
）、
セ
ン

ダ
ン
造
林
地（
鳥
取
市
瀬
田
蔵
）

○�

11
月
６
日
事
業
委
員
会
：
皆
伐

現
場
（
岩
美
町
白
地
）、
再
造

林
地
（
鳥
取
市
福
部
町
中
）、

セ
ン
ダ
ン
造
林
地
（
鳥
取
市
瀬

田
蔵
）

　

役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
技
能

員
は
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
作
業

し
て
い
る
。」「
高
性
能
林
業
機
械

は
、
効
率
的
な
作
業
だ
け
で
は
な

く
安
全
性
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

良
く
分
か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
、
現
場
作
業
へ
の
理

解
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
現
地
視
察
研
修
を
実
施

高性能林業機械による造材作業高性能林業機械による造材作業
（事業委員会）（事業委員会）

技能員によるチェーンソー伐倒作業技能員によるチェーンソー伐倒作業
（総務委員会）（総務委員会）

総
代
現
地
視
察
研
修
を
実
施
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第
4
回
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
in
鳥
取
」
が
開
催
！

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
術
を
競
う
「
第
４
回
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
（
J
L
C
）
i
n
鳥
取
」（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
10
月
18
日
と
19
日
、

鳥
取
市
福
部
町
湯
山
の
鳥
取
砂
丘
オ
ア
シ
ス
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
2
0
2
6
年
3
月
に
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
開
催

さ
れ
る
「
第
36
回
世
界
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
（
W
L
C
）」
に
出

場
す
る
日
本
代
表
選
手
５
名
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
３
名
、
ジ

ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
１
名
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
１
名
）
を
選
出
す
る
公
認
大

会
と
し
て
実
施
さ
れ
、
24
都
道
府
県
か
ら
78
名
が
出
場
し
、「
伐
倒
競
技
」

や
「
枝
払
い
競
技
」
な
ど
安
全
性
や
正
確
性
、
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
な
が

ら
各
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
観
客
か
ら
は
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

組
合
か
ら
は
、
栗
田
亮
班
長
代
理
と
澤
航
介
班
長
代
理
の
２
名
が
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
18
日
の
予
選
で
12
位
以
内
に
入
っ
た
選
手
が
19
日
の
決
勝

に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
過
去
３
大
会
に
出
場
し
て
い
る
栗
田
班
長

代
理
が
予
選
で
９
位
と
な
り
19
日
の
決
勝
に
進
み
ま
し
た
が
、
澤
班
長
代

理
は
予
選
で
18
位
と
な
り
決
勝
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
、
決
勝
に
進
ん
だ
栗
田
班
長
代
理
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
健
闘
及
ば

ず
10
位
と
な
り
世
界
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

参
加
し
た
２
名
の
健
闘
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
今
後
も
競
技
を
通
じ

て
安
全
に
対
す
る
意
識
と
技
術
の
向
上
に
邁
進
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。�

〈
文
責
：
事
業
部
長　

古
川
晶
朗
〉

伐倒競技中の栗田亮班長代理

枝払い競技中の澤航介班長代理

○
栗
田
亮 

班
長
代
理

「
地
元
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
応
援
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
自

分
の
力
が
及
ば
ず
悔
し
い
で
す
が
、

こ
の
経
験
を
日
々
の
仕
事
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。」

○
澤
航
介 

班
長
代
理

「
地
元
鳥
取
大
会
で
前
回
大
会
41
位

か
ら
大
き
く
順
位
を
上
げ
る
こ
と
が

出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
次
は
今
回

の
順
位
を
超
え
ら
れ
る
よ
う
、
日
頃

の
作
業
か
ら
安
全
や
技
術
を
意
識
し

て
い
き
た
い
で
す
。」
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令
和
７
年
10
月
21
日
に
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
中
央
会

館
（
東
京
都
中
央
区
銀
座
）
で
開
催
さ
れ
た
「
第
30
回

J
F
o
r
e
s
t　

全
国
森
林
組
合
大
会
」に
お
い
て
、全

国
森
林
組
合
連
合
会
会
長
か
ら
本
組
合
が
優
良
組
合
表
彰

を
、路
網
課
の
後
藤
岳
史
課
長（
勤
続
年
数
21
年
）、整
備
課

神
近
班
の
溪
本
光
良
班
長
代
理（
就
労
年
数
15
年
）、林
産
二

課
森
本
班
の
清
水
勇
介
班
長
代
理（
就
労
年
数
14
年
）が
功
労

者
表
彰（
永
年
勤
続
）を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
ま
し
た
。

組
合
の
表
彰
は
、
①
G
I
S
シ
ス
テ
ム
や
高
性
能
林
業
機

械
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
皆
伐
・
再
造
林
を
着
実
に

実
践
し
て
い
る
こ
と　

②
組
合
が
創
設
し
た
独
自
の
奨
学
金

制
度
等
に
よ
り
、
若
い
人
財
の
確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と　

③
小
学
校
や
森
の
よ
う
ち
え
ん
と
の
協
働
植
樹
活
動
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
「
1
・
17
の
つ
ど
い
」
へ
竹
灯
籠
を
提
供

す
る
な
ど
国
民
生
活
及
び
S
D
G
s
へ
貢
献
し
て
い
る
こ
と　

な
ど
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

後
藤
課
長

「�

今
後
も
組
合
員
フ
ァ
ー
ス
ト
で
、
森
林
整
備
事
業
に
務

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

溪
本
班
長
代
理

「
よ
り
一
層
の
安
全
作
業
の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」

清
水
班
長
代
理

「
今
後
と
も
、
健
康
・
安
全
第
一
で
精
進
い
た
し
ま
す
。」

令
和
７
年
10
月
28
日
に
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
令
和
7
年
度
鳥
取
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
」
に
お
い
て
、

林
産
一
課　

村
上
雅
紀
班
長
が
無
事
故
永
年
勤
続
者
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
安
全
か
つ
適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ
て
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
組
合
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

村
上
班
長

「�

と
も
に
受
彰
し
た
様
々
な
事
業
体
の
取
組
を
参
考

に
、こ
れ
か
ら
も
、安
全
第
一
で
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」

林
産
一
課

村
上
雅
紀
班
長
が
、

無
事
故
永
年
勤
続
者
と
し
て
、

鳥
取
県
労
働
基
準
協
会
か
ら
受
彰

全
国
森
林
組
合
連
合
会
会
長
か
ら
受
彰

左から、溪本班長代理、嶋沢組合長、後藤課長、清水班長代理
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元気いっぱいに植樹を行う園児たち

令
和
７
年
11
月
８
日
、
N
T
T
西
日
本
㈱
が
活

動
さ
れ
て
い
る
鳥
取
市
福
部
町
海
士
に
あ
る
と
っ

と
り
共
生
の
森
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
共
生
の
森
」
に

お
い
て
、
保
全
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
作
業
は
、
令
和
6
年
5
月
に
協
働
植
樹

を
行
っ
た
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
植
林
地
の
下
刈
、
つ

る
切
り
及
び
補
植
作
業
で
す
。
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ

の
苗
木
は
順
調
に
成
長
し
、
大
き
い
も
の
は
す
で

に
樹
高
1
m
ほ
ど
に
育
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
N
T
T
西
日
本
鳥
取
支
店
グ
ル
ー
プ

の
役
職
員
な
ど
80
名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
さ

れ
、
参
加
者
全
員
が
協
力
し
な
が
ら
下
刈
・
つ
る

切
り
や
補
植
作
業
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
共
生
の

森
」
の
保
全
活
動
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

�

〈
文
責
：
整
備
課
係
長　

森
本
ひ
と
え
〉

令
和
7
年
11
月
11
日
、
鳥
取
市
細
見
地

内
の
皆
伐
・
再
造
林
地
で
、「
N
P
O
法

人
鳥
取
・
森
の
よ
う
ち
え
ん
・
風
り
ん
り

ん
（
徳
本
敦
子
理
事
長
）」
の
園
児
15
名
、

ス
タ
ッ
フ
、
組
合
職
員
で
少
花
粉
ス
ギ
の

苗
木
50
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
気
持
ち
の

良
い
秋
晴
れ
の
も
と
で
の
協
働
植
樹
と
な

り
、
普
段
か
ら
森
や
里
山
で
の
自
然
体
験

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
園
児
た
ち
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
く
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

活
動
の
中
で
「
真
っ
直
ぐ
植
え
る
の
が

難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」「
自
分

た
ち
と
一
緒
に
育
ち
、
大
き
く
な
っ
た
木

が
早
く
見
た
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
と
て
も
有
意
義
な

活
動
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
植
樹
終
了
後
、
村
上
常
務
理
事

か
ら
木
製
風
車
の
製
作
キ
ッ
ト
が
園
児
た

ち
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
植
樹
活
動
を
は

じ
め
と
し
た
、
森
を
育
て
る
た
め
の
活
動

を
協
働
し
て
行
い
、
子
ど
も
達
の
森
林
へ

の
関
心
や
興
味
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

�〈
文
責
：
経
営
課
課
長
補
佐　

濱
田
洋
輔
〉
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令
和
7
年
11
月
8
日
、
㈱
新
日
本
海
新
聞
社
・
日
本
海
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
㈱
が
活
動
さ
れ
て
い
る
鳥
取
市
湯
山
に
あ
る
と
っ
と
り
共
生
の
森
「
海
潮
音
の

森
」
に
お
い
て
、
役
職
員
な
ど
45
名
が
参
加
し
て
保
全
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
作
業
は
、
令
和
5
年
3
月
に
協
働
植
樹
を
行
っ
た
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
植

林
地
の
下
刈
と
清
掃
活
動
で
、
そ
の
後
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
「
丸
太
切
り
競
争
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

丸
太
切
り
競
争
は
、
今
回
が
保
全

活
動
期
間
（
５
年
間
）
の
折
り
返
し

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
初
め
て
行
な
わ

れ
、
日
頃
丸
太
を
鋸
で
切
る
機
会
が

な
い
こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
変

好
評
で
し
た
。

今
後
と
も
引
き
続
き
、「
海
潮
音

の
森
」
の
保
全
活
動
に
協
力
し
て
い

き
ま
す
。

令
和
7
年
11
月
17
日
、
岩
美
郡
岩
美
町
長
谷
地
内
の
皆
伐
・
再

造
林
地
に
、
岩
美
町
立
岩
美
北
小
学
校
（
澤
田
ひ
と
み
校
長
）
の

5
年
生
児
童
37
名
と
、
鳥
取
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
田
村
博
信

会
長
）
会
員
14
名
、
組
合
か
ら
は
嶋
沢
組
合
長
ほ
か
職
員
７
名
が

協
働
で
少
花
粉
ス
ギ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
木
1
0
0
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
組
合
職
員
か
ら
の
植
樹

方
法
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
大
き
く

育
つ
よ
う
願
い
を
込
め
な
が
ら
苗
木

を
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

植
樹
活
動
を
終
え
た
児
童
の
皆
さ

ん
か
ら
は
「
斜
面
を
歩
く
の
が
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

「
大
き
く
立
派
に
育
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、
今
回
の
植
樹
活
動
を
通
し

て
「
森
林
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
、

お
い
し
い
水
や
き
れ
い
な
空
気
が
保

た
れ
、
海
も
豊
か
に
な
る
」
と
い
っ

た
、
森
林
の
大
切
さ
を
よ
り
深
く
学

ぶ
良
い
経
験
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
地

元
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
と
の
協

働
植
樹
は
平
成
29
年
か
ら
毎
年
続
い
て
お
り
、
今

回
で
9
校
（
9
年
）
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
森
林
・
林
業
の
大
切
さ
を

よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
校
と
の
協

働
植
樹
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
文
責
：
経
営
課
課
長
補
佐　

濱
田
洋
輔
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潮
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鳥
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ロ
ー
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リ
ー
ク
ラ
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と
の
協
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植
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実
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鳥
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ロ
ー
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ク
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実
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お
知
ら
せ

★
組
合
員
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

①�「
組
合
だ
よ
り
」「
組
合
カ
レ
ン
ダ
ー
」の
配
布
等
に
よ
り
森
林
・
林
業
に
関
す
る
情
報
や
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②�

皆
伐
・
再
造
林
、搬
出
間
伐
等
の
施
業
を
組
合
に
委
託
し
行
う
場
合
、手
数
料
率
が
低
く
な
り

ま
す
。(

組
合
員
13
％
、組
合
員
外
19・5
％)

③�
竹
林
整
備
事
業
や
松
く
い
虫
被
害
跡
地
整
備
事
業
、早
生
樹（
セ
ン
ダ
ン
な
ど
）植
栽
事
業
に

よ
る
植
栽
や
下
刈
な
ど
を
行
う
場
合
、組
合
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
組
合
員
の
負
担
が
な
く

な
り
ま
す
。

④�

皆
伐
・
再
造
林
事
業
で
、組
合
が
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の
伐
採
と
植
栽
、下
刈
の
各
作
業
を

組
合
員
か
ら
一
括
し
て
受
託
し
た
場
合
、1
㏊
あ
た
り
50
万
円
以
上
の
利
益
還
元（
返
金
）が

受
け
ら
れ
ま
す
。

★
相
続
加
入
届
等
の
提
出
に
つ
い
て

組
合
員
の
相
続
人
の
方
で

①�

引
き
続
き
組
合
員
に
な
ら
れ
る
方
は
、
相
続
加
入
届
出
を
相
続
開
始
後
2
年
以
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②�

脱
退
を
さ
れ
る
方
は
脱
退
届
を
事
業
年
度
末
（
1
月
31
日
）
の
60
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
事
業
年
度
末
に
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
出
資
金
の
払
い
戻
し
は
次
年
度

の
総
代
会
終
了
後
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
出
資
金
額
が
知
り
た
い
場
合
は
、
総
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
相
続
登
記
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

組
合
だ
よ
り
№
１
０
６
（
令
和
6
年
６
月
号
）
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
民
法
及
び
不
動

産
登
記
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
６
年
４
月
１
日
よ
り
以
前
に
相
続
が
開
始
し
て
い
る
場
合
の
猶
予
期
間
は
３
年
（
令
和
９
年

３
月
31
日
ま
で
）
で
す
。

残
り
１
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎クマにご注意ください！！
全国的にクマの被害に関するニュースが連日報道されています。鳥取県内のクマの目撃・痕
跡情報は、県庁の農林水産部鳥獣対策課のホームページで公開されていますが、東部森林組合
管内でもクマの出没が、令和7年4月以降鳥取市国府町内で8件、鳥取市福部町内で7件、岩美
町内で5件、旧鳥取市内で3件、計23件報告されています。
組合員の皆さんも、山林内の作業だけでなく屋外作業ではお気
をつけください。
また、柿や栗などの放任果樹があれば出没の要因となりますの
で、市町役場又は組合（路網課）にご相談ください。
なお、クマ対策として効果があると言われている、クマ鈴は森
林組合でも取り扱っていますので、ご購入の希望があれば、総務
課にご相談ください。

クマ鈴：組合員価格1,936円（税込）

令和７年12月 No.109

発行　鳥取県東部森林組合
〒680-0947 鳥取市湖山町西1丁目328-2

TEL 0857-28-5751  FAX 0857-28-9180
E-mail:info@toubushinrin.com

Contents
●ドローン測量の実証試験を開始 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1
●ドローン測量の実証試験 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2
●総代現地視察研修を実施 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3
●役員現地視察研修を実施 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3
●第4回日本伐木チャンピオンシップin鳥取」が開催！ ‥‥4
●全国森林組合連合会会長から受彰 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5
●林産一課村上雅紀班長 鳥取県労働基準協会から受彰 ‥‥5
●NPO法人鳥取・森のようちえん・風りんりんとの協働植樹 ‥‥6
●NTT共生の森　保全活動 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6
●｢海潮音の森」保全活動 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7
●岩美町立岩美北小学校と鳥取北ロータリークラブとの協働植樹を実施 ‥‥7
●クマにご注意ください！！ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8
●お知らせ（相続加入届等の提出について・組合員加入のメリット） ‥‥8

東部森林組合だより　令和７年12月号　No.109［8］


